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胃腸炎起因ウイルス検索に関する研究
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要 旨

胃腸炎患者の糞便検体でノロウイルスが検出されなかったものについて，サポウイルス，

アイチウイルス，アストロウイルスの検索を RT-PCR 法により実施した．2009 年に発生した
集団胃腸炎事例でノロウイルス及び食中毒起因菌が検出されなかった 1 事例からは，いずれ
のウイルスも検出されなかった．2009 年 1 月から 12 月に感染症発生動向調査事業で搬入され
た散発事例 99 検体について検索を行った結果，サポウイルスが 6 検体から，アストロウイル
スが 4検体から検出された．
また，サポウイルスについて，調査研究を開始した 2007 年からの検体を対象に Okada ら 1）

のプライマーを用いて追加検索を行った結果，これまで検出されなかった Genogroup Ⅳのサ
ポウイルスが新たに 17検体から検出された．
キーワード：サポウイルス，アイチウイルス，アストロウイルス，Genogroup

はじめに

ノロウイルスは集団食中毒，また冬季に

発生する感染性の集団胃腸炎の起因ウイル

スとして注目されている．厚生労働省の調

査によると，近年の食中毒の病因物質とし

てノロウイルスが事例数で第 2 位，患者数
で第 1 位を占めている．しかし，集団胃腸
炎の中にはノロウイルスが検出されない事

例もしばしば見られ，他県においては，サ

ポウイルス（以下 “SV” とする），アイチウ
イルス（以下 “AiV” とする），アストロウイ
ルス（以下 “AstV” とする）による集団胃腸
炎事例 2）-9)が報告されている．当所では，調

査研究事業として 2007 年度から SV，AiV，
AstV のウイルス検索を実施しており，2009
年も胃腸炎の集団および散発事例について

検索したので報告する．また，SV について
は新たな検索方法により，過去の陰性検体

の追加検索も行ったので併せて報告する．

材 料

胃腸炎の集団発生事例として 2009 年にノ
ロウイルスの検査依頼があったもののうち，

ノロウイルスや細菌などの病因物質が検出

されなかった 1 事例（2009 年 12 月 8 日に依
頼があった糞便 8 検体），さらに散発事例と
して 2009年 1月から 12月に感染症発生動向
調査事業で搬入された検体のうち，胃腸炎

等の診断名でノロウイルスが検出されなか

った糞便計 99 検体（表 1），合計 107 検体に
ついて検索を行った．

また，SVの追加検索については 2007年か
ら 2009 年までに集団発生事例で病因物質が
検出されなかった 8 事例の糞便計 75 検体，
感染症発生動向調査事業で搬入された 385
検体の合計 460検体について検討を行った．

方 法

RNAの抽出には QIAamp Viral RNA Mini
Kit（QIAGEN）を使用した．DNase処理後，RT

表１ 検討した散発事例

受付月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

検体数 14 12 8 14 10 12 8 4 7 3 3 4 99
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反応を Super Script Ⅱ RT（Invitrogen），また
は High-Capacity cDNA RT Kits（ Applied
Biosystems）により行い，cDNAを作成した．

PCR 反応は，原田らの RT-multiplex PCR
法 10）により SV，AiV，AstV について実施し
た．SV については国立感染症研究所のウイ
ルス性下痢症診断マニュアル（第 3 版）の
方法も併用した．

アガロースゲル電気泳動後，目的のバンド

部分を切り出し，PCR 産物の抽出・精製を
行 い ， Big Dye Terminator v.1.1 Cycle
Sequencing Kit（Applied Biosystems）でサイ
クルシークエンス反応を行い，ABIPRISM
3100-Avant，3130-Avant（Applied Biosystems）
を使用して塩基配列を決定し， BLAST
（DDBJ）により相同性検索を行った．
ウイルスが検出された検体は，PCR によ

る型別も行った．SV の型別には Okada らの
遺伝子型別 RT-PCR1）を，AstV の型別にはウ
イルス性下痢症診断マニュアルの血清型別

RT-PCRを行った．
また，SV については Okada らのプライマ

ーを用いた RT-PCR法による追加検索を行っ
た．

結果及び考察

１ 集団発生事例

2009年の集団発生事例の検体からは，SV，
AiV，AstV のいずれも検出されなかった．
また，2007 年，2008 年に発生した 7 事例に
ついて，Okada らの方法で SV の追加検索を
行ったが，SVは検出されなかった．
２ 散発事例

１）SV
(1)multiplex PCR法による検出

2009年の散発事例 99検体のうち，SVが 6
検体から検出された（表 2）．Genogroupでは，
GⅠが 3検体，GⅡが 3検体であった．年齢
は 6 検体中 4 検体が 2 歳以下であり，男児 4
名，女児 2名からの検出であった．症状は嘔
吐が 5名，下痢が 4名，発熱が 3名，嘔気，
腹痛がそれぞれ 2 名であった．また，3 検体
は上気道炎を伴っていた．これら 6検体につ
いて系統樹解析を行った結果を図 1 に示し
た．G Ⅰに分類された No.2，3，6 の 3 検体
は，Potsdam（AF294739）近縁株であった．
No.2，3 は，採取時期及び採取地区も同一で
あり，相双地区において同株に近縁な SV
による地域流行があったものと推測される．

G Ⅱに分類された 3 検体のうち，No.1 は
Bristol（AJ249939）近縁株であった．この
タイプの株は 2007，2008 年にも 1 株ずつ
検出されている．No.4，5 は Chiba/990763
（AJ606690）近縁株であった．採取時期は
ほぼ同時期，採取地区は同一であり，相双

地区において同株に近縁な SV による地域
流行があったものと推測される．

(2)RT-PCRによる遺伝子型別
2009年の散発事例で SVが検出された 6検

体について RT-PCR による型別を行った．1
検体を除く 5検体がシークエンスの結果と同
じ Genogroup に分類された．さらに 2007，
2008 年に検出された SV10 検体 11)-12)

について

も同様に型別を行ったところ，1検体を除く 9
検体が系統樹解析の結果と同じ Genogroup に
分類された．今後，シークエンスをしなく

ても遺伝子型別 RT-PCR を行うことにより
Genogroup の特定が容易にできるものと考え
られる．

(3)Okadaらの RT-PCR法による追加検索

表２ 散発事例におけるSV検出症例（2009年）

発熱 下痢 嘔気 嘔吐 腹痛

1 Ⅱ 2009年2月20日 男 2歳 胃腸炎 ○ 相双

2 Ⅰ 2009年4月20日 女 13歳 大腸炎 ○ ○ ○ ○ ○ 相双

3 Ⅰ 2009年5月1日 男 1歳 扁桃炎、胃腸炎 ○ ○ ○ 相双

4 Ⅱ 2009年5月26日 男 5歳 扁桃炎、胃腸炎 ○ ○ 相双

5 Ⅱ 2009年6月29日 男 2歳 胃腸炎 ○ ○ ○ 相双

6 Ⅰ 2009年7月19日 女 2歳 感染性胃腸炎 ○ ○ 郡山市

診　断　名
症状

管轄保健所Genogroup 検体採取月日 性別 年齢No.
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図１ SVの分子系統樹

調査研究を開始した 2007 年から 2009 年の
間に multiplex PCR 法で検出された SV は合
計 16検体で，GⅠ，GⅡの 2つの Genogroup
であった．国内で検出される SVは GⅠが最
も多く，次いで G Ⅱが多いが，2007 年に他
県において G Ⅳによる集団発生 3）-5)が報告さ

れている．原田らの RT-multiplex PCR法，ウ
イルス性下痢症診断マニュアルのプライマ

ーでは GⅣ，GⅤが検出されにくい 13)ため，G
Ⅰ～ G Ⅴを幅広く検出できる Okada らのプ
ライマーを使用して，2007 年から 2009 年の
集団発生事例，散発事例について追加検索

を行った．その結果，2007 年から 2008 年の
計 17 検体から新たに SV が検出された（表
3）．これらの検体について系統樹解析を行
った結果，17検体全てが GⅣに分類された．
G Ⅳは当所で初めての検出となった．全国の
病原微生物検出情報によると 2007 年 9 月か
ら 12 月までに検出された SV で，Genogroup
が特定できた 90 例のうち 88 例が G Ⅳと報
告されている

3）-5)．当所で同時期に検出され

た SV は 15 検体で，14 検体が G Ⅳ，1 検体
が G Ⅱと全国と同様な検出状況となった．
また，2007 年に横浜，京都，大阪，愛媛，
熊本で検出された G Ⅳと当所で検出された
G Ⅳは高い相同性を示していた．このタイプ

表３ 散発事例におけるSVGⅣ検出症例

発熱 下痢 嘔気 嘔吐 腹痛

1 Ⅳ 2007年9月26日 女 1歳 熱性けいれん ○ ○ 相双

2 Ⅳ 2007年10月18日 女 7歳 大腸炎 ○ ○ 相双

3 Ⅳ 2007年10月18日 男 11歳 大腸炎 ○ ○ 相双

4 Ⅳ 2007年10月17日 男 10歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

5 Ⅳ 2007年10月29日 女 5歳 感染性胃腸炎 ○ ○ いわき市

6 Ⅳ 2007年11月8日 男 4歳 胃腸炎 ○ ○ ○ 相双

7 Ⅳ 2007年11月3日 男 1歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

8 Ⅳ 2007年11月20日 女 9歳 急性胃腸炎 郡山市

9 Ⅳ 2007年12月5日 女 4歳 胃腸炎 ○ ○ ○ 相双

10 Ⅳ 2007年12月17日 女 10ヶ月 喘息様気管支炎　胃腸炎 ○ 相双

11 Ⅳ 2007年11月20日 女 40歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

12 Ⅳ 2007年11月30日 女 1歳 感染性胃腸炎 ○ ○ 郡山市

13 Ⅳ 2007年12月22日 女 33歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

14 Ⅳ 2007年12月24日 男 7歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

15 Ⅳ 2008年1月3日 女 34歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

16 Ⅳ 2008年1月5日 男 4歳 感染性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

17 Ⅳ 2008年8月12日 女 2歳 急性胃腸炎 ○ ○ ○ 郡山市

診　断　名
症状

管轄保健所No. Genogroup 検体採取月日 性別 年齢
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の SV が全国的に広く流行していたものと推
測される．また，これらの検体について

RT-PCR による型別を行った結果，17 検体全
てが系統樹解析の結果と同様，G Ⅳに分類さ
れた．

今回初めて検出された G Ⅳは追加検索で
使用した Okada らのプライマーからのみ検
出されている．今後，Okada らのプライマー
を使用することにより，SV を幅広く検出で
きるものと考える．

SV は保育園や福祉施設などでの集団発生
や食中毒事例の報告がされている．今後，ノ

ロウイルスと同様に集団胃腸炎の原因として

SV も検索対象としていく必要があると考え
られる．

２）AstV
AstV は 4 検体から検出された（表 4）．年

齢は 3検体が 4歳以下であり，男児 1名，女
児 3名からの検出であった．症状は，下痢が 4
名，発熱，嘔気，嘔吐，腹痛がそれぞれ 2名
であった．1 検体は上気道炎を伴っていた．
検出された AstV について，ウイルス性下

痢症診断マニュアルの血清型別 RT-PCRによ
る型別を行った．No.1，2，4 の 3 検体が 1
型に分類された．これらの検体は採取時期は

異なるが採取地区はすべて郡山地区であり，

同地区での散発的な発生があったと推測され

る．No.3 は目的の位置にバンドが確認され
ず型別できなかった．ウイルス量が少なか

ったため 1stPCR のみで行った血清型別では
検出されなかったものと考えられる．また，

2008 年に検出された AstV4 検体 12)について

同様に血清型別を行ったところ，1 型，2 型
がそれぞれ 1検体で，他の 2検体は型別でき
なかった．

AstV は主に乳幼児に急性胃腸炎を起こす

とされている．2007 年 9 月の調査開始から
AstV は 8 検体検出されたが，6 検体が 4 歳
以下の乳幼児からの検出であった．病原微

生物検出情報によると AstV は例年 30 数件
検出され，主な血清型は 1型の報告である 14)．

当所でも血清型について同様の傾向が見ら

れた．当所で検出した 8 検体はすべて散発
事例からの検出であるが，年間を通じて検

出があり，また，他県において集団発生事

例の報告があることから，集団胃腸炎の原

因として SV と同様に AstV も検索対象とし
ていく必要があると考えられる．

３）AiV
AiV については，集団発生事例，散発事

例のいずれからも検出されなかった．全国

での

検出状況も少ない．しかし，過去に集団発

生，また食中毒事例の報告がされているため，

ウイルスが検出されない胃腸炎事例には AiV
の検索を継続していく必要があると思われ

る．
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